
令和６年度介護職のための在宅緩和ケアセミナー実施要領 

 

１　目的 

在宅で療養するがん患者や家族と接する機会の多い介護職員等が緩和ケアについて学び、現

場への支援に活かすことにより、適切な緩和ケアの体制整備を図ることを目的とする。 

 

２　実施主体 

広島県健康福祉局健康づくり推進課 

 

３　開催方法及び開催日 

開催方法 ：Zoom ウェビナーによる Web（オンライン）開催 

開催日 ：第１回　令和６年５月 31 日（金） 

 　第２回　令和６年６月 28 日（金） 

 　第３回　令和６年７月 26 日（金） 

申込期限 ：令和６年５月 14 日（火） 

申込方法 ：申込フォームから申し込む 

 

４　対象者 

介護職員、介護支援専門員、地域包括支援センター職員、在宅医療・介護連携に従事する者等 

 

５　内容 

 

６　参加費用 

無料 

 

７　問い合わせ先 

広島県健康福祉局健康づくり推進課　がん医療・共生グループ　原野・松本 

〒730-8511　広島市中区基町 10 番 52 号　☎082-513-3093

 講義名 予定講師 ねらい

 
第
１
回

「地域包括ケアと在宅緩和

ケアの推進について 

・・・在宅移行の課題と対策」

矢津内科消化器科クリニック院長 

矢津　剛　氏

・在宅緩和ケアの正しい知識を

習得し、がん診療と在宅移行の

課題と対策について学ぶ。

 
第
２
回

「看取りの プロセスと家

族・遺族ケアについて～100

人 100 通り、私も悩むケア、

一緒に考えてみませんか～」

広島 YMCA 訪問看護ステーショ

ン・ピース所長 

濱本　千春　氏

・がん患者と家族への支援、看

取り期の身体変化の概要と疼

痛管理ついて学ぶ。

 
第
３
回

「多職種連携における医療

と介護の役割」

よしおかホームクリニック院長 

吉岡　孝　氏

・医療と介護の役割について理

解を深め、多職種連携について

事例を通じて理解する。


